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■会議内容 

1. 研究 1（Nomogram study）の進捗状況の報告 

（1）解析可能データについて 

27 施設から集積した症例のうち、研究計画における適格症例が 6212 例であることが報

告された。このうち、簇出、SM 浸潤距離等の欠損値がない 4726 例を主解析の対象集団と

することが提案され、承認された。 

（2）解析結果について 

T1 大腸癌に対する大腸癌治療ガイドラインの妥当性の検証およびリンパ節転移リスク

の nomogram について、暫定的な検討結果が提示された。 

 

2. 研究 2（F1 study）の進捗状況の報告 

集積された症例うち 50 例（本邦 25 例、英国 25 例）を interobserver study 用のデータ

セットとして web 上に準備完了したことが報告された。英国との web での評価要領につ

いて最終確認ができ次第、近日中に interobserver study を開始することが報告された。 

 

3. その他 

研究１について、大腸癌治療ガイドラインの検証結果については研究１事務局の岡委

員が、ノモグラム解析結果についてはプロジェクト事務局が論文化を担当することが承

認された。また、副次的解析について、有効症例集積数に応じて参加施設で検討を進め

ることが確認された。 

事務局にて臨床試験登録プラットホームへの登録準備を進めることが報告された。 


